
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
配水管路の途中に接続され非常時のための貯水を行う貯水槽において、貯水槽の内部に、
部分的に通水用開口部が形成され、該開口部以外の部分では水流を遮断する機能を有する
複数の流況制御板を、その開口部が貯水槽の上部位置及び下部位置に交互に位置するよう
に、貯水槽の軸方向に沿って互いに間隔をおいて直列に設置するとともに、外部からの操
作によりこれら複数の流況制御板の開口部をすべて貯水槽の下部側に位置させることので
きる駆動装置を設け、さらに貯水槽の流出側端部には、移動してきた夾雑物を外部に排出
することのできる排出口を設けたことを特徴とする夾雑物排出装置付き貯水槽。
【請求項２】
流況制御板が、貯水槽内に固定される固定板と、該固定板に上下動可能に支持された可動
開閉板とを備え、該可動開閉板が上部に位置するときは流況制御板の下部に通水用開口部
が形成され、下部に位置するときは流況制御板の上部に通水用開口部が形成されるように
構成されている請求項１に記載の夾雑物排出装置付き貯水槽。
【請求項３】
駆動装置が電動アクチュエータである請求項１又は２に記載の夾雑物排出装置付き貯水槽
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、上水道用の耐震貯水槽等において、水の滞留を防止できるとともに、該貯水槽
内へ流入した夾雑物を排出する手段を設けた貯水槽に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
地震等の非常時に使用するための貯水槽として、上水用管路の途中にこの管路の径よりも
口径の大きい管体からなる貯水槽を設けたものが実用されている。この貯水槽は、平常時
にはそれ自体を管路の一部として使用し、非常時には管路との接続部の弁を閉じて貯水槽
として使用するようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような貯水槽は、平常時にも通水してはいるが、管路の口径に比べて貯水槽自体の
口径が大きいので、貯水槽内の水の置換が十分に行われず、部分的な淀みが生じてその部
分に水が滞留することがあった。このような水の滞留が生じると、いわゆる死水となり、
残留塩素濃度が減少して水質劣化し、飲料用に使用できなくなるという問題点がある。こ
のような滞留の問題を改良するものとして、種々の構造のものが提案されている。例えば
実開平４－１１２０９２号広報に記載されているものは、一方の側部に大断面積の主通水
開口を設け、直径方向反対側に小断面積の副通水開口を設けた制流板を該貯水槽の軸心方
向に適当間隔おきに、かつ主通水開口位置が交互に槽本体の直径方向反対側に位置するよ
うに配設した貯水槽が提案されている。
【０００４】
上記制流板を設けた貯水槽は、該貯水槽内に流入した水が主通水開口を通って蛇行して流
れるので、槽本体内の水の流れに淀みが生じず、さらに主通水開口の直径方向反対側にも
副通水開口が設けられているので、制流板の隅部に生じる比較的小さな淀み部もなくすこ
とができるとされている。貯水槽内の淀みが生じないようにして死水の発生を防止する技
術は他にも種々提案されている。
【０００５】
ところで、貯水槽には水だけではなく砂等の夾雑物が流入する。一般的なダクタイル鋳鉄
製耐震貯水槽内は、配水管路の口径に比べて当該貯水槽の口径が大きいため、配水管路内
の流速に比べて貯水槽内部の流速は大幅に低下し、水が緩やかに流れるようになる。この
ため、貯水槽に接続されている流入管から流入した砂や小石等の夾雑物は、内部の水流が
緩やかであるため次第に沈降し、貯水槽から外部に排出されることなく貯水槽内底部に堆
積する。
【０００６】
貯水槽内に夾雑物が堆積すると、水質の劣化、貯水容量の低下等が発生するおそれがある
ため、何年かおきに貯水槽内の水を完全に抜き、人が貯水槽内部に入って、砂等の夾雑物
を直接排出することにより、貯水槽の水質維持、管理を行っている。しかしながら、この
方法での夾雑物排出作業はきわめて非効率的であり、また、人が貯水槽内部に入るため、
危険を伴うという問題点もある。そこで本発明は、貯水槽内に流入沈降した夾雑物を効果
的かつ経済的に排出できるようにすることを課題としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため、本発明は次のような構成を採用した。すなわち、本発明にかか
る貯水槽は、配水管路の途中に接続され非常時のための貯水を行う貯水槽において、貯水
槽の内部に、部分的に通水用開口部が形成され、該開口部以外の部分では水流を遮断する
機能を有する複数の流況制御板を、その開口部が貯水槽の上部位置及び下部位置に交互に
位置するように、貯水槽の軸方向に沿って互いに間隔をおいて直列に設置するとともに、
外部からの操作によりこれら複数の流況制御板の開口部をすべて貯水槽の下部側に位置さ
せることのできる駆動装置を設け、さらに貯水槽の流出側端部には、移動してきた夾雑物
を外部に排出することのできる排出口を設けたことを特徴としている。
【０００８】
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この貯水槽は、複数の流況制御板が軸方向に沿って互いに間隔をおいて直列に設けられ、
該流況制御板の通水口となる開口部が交互に上下に位置するように配置されているので、
常時は流水が貯水槽内を上下に蛇行して流れることになり、貯水槽内に淀みが生じにくい
。また、貯水槽内に流入した砂等の夾雑物は、貯水槽の底部に沈殿するが、適当な期間ご
とにすべての流況制御板の開口部を下側、すなわち貯水槽の底部に位置させる操作を行う
ことにより、流入した水を該貯水槽の底部に沿って流し、沈殿している砂等の夾雑物を出
口側へ押し流すことができる。貯水槽の出口側端部に押し流された夾雑物は、該貯水槽の
底部に設けた排出口から外部へ排出すればよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、図面に表された本発明の実施の形態に基づいて、本発明をより具体的に説明する。
図１以下の各図は、本発明を実施した耐震貯水槽の１例を表すもので、この貯水槽１は、
互いに継ぎ合わされた複数の直管２，…と、一方の端部に接合された帽３と、他方の端部
に接合された栓４とで構成される。
【００１０】
帽３内には、水槽内流入管５と消防用導水管６が装着されている。流入管５の外側端部に
は三フランジＴ字管７が取り付けられ、該Ｔ字管を通して外部の管路と貯水槽内とを結ぶ
流路が形成されている。三フランジＴ字管７の上端部には座フランジ付きフランジ蓋８が
取り付けられ、その上に補修弁１０と空気弁１１が取り付けられている。また、流入管５
の貯水槽内の部分には外側に向けて開口する複数（図示例では６個）の流入口１５，…が
互いに間隔をおいて設けられている。一方、上記消防用導水管６の外側端部にも座フラン
ジ付きフランジ蓋８が取り付けられ、その上に両フランジ短管１７が取り付けられ、さら
にその上に補修弁１０と採水口１８が取り付けられている。
【００１１】
前記栓４内には、上記流入管と同様な流出管５’が設けられるとともに、貯水槽内から給
水設備に送水するための給水管２０が装着されている。流出管５’には、流入管５と同様
に、貯水槽の外側に向かって開口する複数の流出口１５’，…が互いに間隔をおいて設け
られている。また、給水管２０の外側部分には両フランジ端管１７と補修弁１０と給水口
２１が設けられている。なお、貯水槽１の両端部（帽３側と栓４側）の流入管５と流出管
５’が同じ構造となっているのは、どちらが流入側又は流出側となってもよいようにする
ためである。すなわち、この種の貯水槽は上水管路の途中に介装されるが、集落において
は前記上水管路が管路網を形成しているため、日変動（朝、夜）や季節変動によって使用
される水量が変動して、水の流れ方向が変化することがあるからである。このようにして
おけば、どちら側から新規な水が流入しても貯水槽内を流通できることになる。なお、以
下の説明では、水が流入管５から槽内へ流入し、流出管５’から外部へ流出する通常の状
態について説明する。
【００１２】
貯水槽１の内部には、複数の流況制御板３０が設けられている。流況制御板３０は、図２
～図４に示すように、貯水槽１の内面に設けられた円弧状の枠３１に嵌合して支持される
前後一対の固定板３２，３２と、これら一対の固定板の間隔部に上下スライド自在に支持
された１枚の可動開閉板３３を備えている。固定板３２は、左右両側部が円弧状で、上下
縁部が直線状に切り欠かれた概略小判形に形成されている。また可動開閉板３３は、左右
両側縁部が直線状であり、上下の縁部は貯水槽の内面と同様な曲率半径を有する円弧状に
形成されている。なお、図示例では前後一対の固定板３２，３２で可動開閉板３３を支持
しているが、固定板１枚だけで可動開閉板３３を支持することも可能である。
【００１３】
上記可動開閉板３３の表裏両面にはガイド突起３４，３４が突設されており、これらガイ
ド突起３４，３４が、前後の固定板に設けた縦方向のスリット３５，３５にスライド自在
に嵌合している。したがって、図３に示すように、この可動開閉板３３は、スリット３５
の範囲で上下に移動可能であり、可動開閉板３３が下動したときは、同図（ａ）に示すよ
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うに、貯水槽１内の固定板３２の上側部分に通水可能な開口部３０ａが形成され、下側部
分は可動開閉板３３によって閉塞される。逆に、可動開閉板３３が上動したときは、同図
（ｂ）に示すように、固定板の下側に開口部３０ｂが形成され、上側は閉塞される。
【００１４】
さらに、上記一対の固定板３２，３２のうちの一方には、前記可動開閉板３３を上下移動
させる駆動装置４０が設けられている。すなわち、図４に示すように、固定板３２の前記
スリット３５の側部に電動アクチュエータ（ソレノイド等）４１が設けられ、該電動アク
チュエータにＵ字形の駆動ロッド４３が取り付けられている。この駆動ロッド４３の一方
の端部は、前記可動開閉板３３の突起３４に連結されている。電源コード４４に通電して
電動アクチュエータ４１を作動させると、駆動ロッド４３が上下に移動するため、その移
動方向に従って、これに取り付けられた可動開閉板３３が一対の固定板３２，３２の面に
沿って上下に移動し、上下いずれかに通水用開口部３０ａ又は３０ｂを形成する。
【００１５】
一方、貯水槽本体の流出側端部には、夾雑物を排出するための排出口５０が設けられてい
る。この夾雑物排出口５０は、貯水槽の栓４の最下部に設けられ、排出管５１がこの排出
口５０に接続されている。排出管５１には、該管を開閉するバルブ５２が設けられている
。このバルブ５２は、常時は閉ざされているが、夾雑物を排出するときは開かれる。なお
、上記流況制御板３０、駆動装置４０、夾雑物排出口５０等は夾雑物排出装置を構成する
。
【００１６】
つぎに図１以下に示された貯水槽１の作用について説明する。この貯水槽１は上述の通り
地中の上水管路の途中に接続して設けられる。流入管５から貯水槽１内に流入した水は、
該流入管内を通って下降し、列状に並べて設けられた複数の流入口１５，…から槽内に流
入する。流入口１５，…はいずれも外向き、すなわち貯水槽の端部に向かって開口してい
るので、その開口部から流出した水は一旦帽３の内面に当たって反転し、図１の右側へ流
れる。流入口１５は貯水槽１の天井付近から底付近まで適当な間隔で配置されているので
、この新規な水の水流により、貯水槽の流入側端部付近の水が十分に攪拌される。
【００１７】
上記流入側端部から槽内を流出側端部に向かって流れるが、この水流は、貯水槽内に設け
られている流況制御板３０に突き当たり、乱流を生じるとともに、該流況制御板３０に設
けられた開口部３０ａ又は３０ｂを通って当該流況制御板の裏側へ流入する。この水流は
さらに次の流況制御板３０の開口部３０ｂ又は３０ａを通って図の右側へ流れる。貯水槽
１内に直列に配置されている複数の流況制御板３０の開口部は、図６に示すように、交互
に上下に形成されているので、流入管５から流入した水は、これら流況制御板３０によっ
て上下に蛇行しながら流れる。このため、乱流が生じ、槽内に淀みは生じない。流出側の
端部すなわち栓４の位置に達した流水は、流出管５’の複数の流出口１５’，…から流出
管５’内に流入し、該流出管５’を通って下流側の管路に送られる。
【００１８】
貯水槽１内には、砂、小石等の夾雑物が水と一緒に流入することがある。これら貯水槽内
に流入した夾雑物は、槽内で流れが緩やかになるため、沈降して次第に貯水槽の底部に堆
積する。夾雑物が堆積すると、上述のとおり、水質が低下したり、貯水槽の容量が減少す
るので、適当な周期で取り除く必要がある。この場合、本発明の貯水槽１では、駆動装置
４０を作動させることにより、図７に示すように、すべての流況制御板３０の開口部を下
側すなわち貯水槽の底部位置に設定し、水が貯水槽の底部を通って直線状に流れるように
すればよい。このようにすると、貯水槽の底部に堆積している夾雑物が強い水流によって
押し流され、貯水槽の出口側に強制的に運ばれる。この時、夾雑物排出口５０のバルブ５
２を開くと、出口側に運ばれてきた夾雑物が当該排出口５０から外部に排出されるのであ
る。この作業は、貯水槽の外部からの操作で行うことができるので、安全であり、しかも
内部の水流を利用して夾雑物を排出するので、経済的である。
【００１９】
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なお、開口部を形成する流況制御板の構造や形状は、図示例のものに限らず、貯水槽内に
部分的な流水路を形成し、他の部分は流水を遮断できるものであればよい。また、上記実
施形態では、駆動装置４０として電動アクチュエータを利用したが、例えば水中モータに
よりギヤを回転させ、その回転力を利用して可動開閉板を作動させるようにするもの等、
他の構造のものでもよい。さらに、以上の例では、すべての流況制御板３０の開口部が上
下いずれにも設定できるようになっているが、図６において開口部が下側に位置する流況
制御板３０は、その開口部３０ｂが常に下側に位置するような固定式のものとし、図６で
開口部３０ａが上側にあるものだけを、図示例のように、開口部が上下いずれの側にも設
定できるようにしておくこともできる。このようにすると、駆動装置の数が少なくてすむ
ので経済的である。また、図示例のような直管に限らず、屈曲した貯水槽等、いかなる形
状に対しても採用できる。
【００２０】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明にかかる夾雑物排出装置付き貯水槽は、貯水槽内
に設置された複数の流況制御板により、貯水槽内に淀みが生じないようにすることができ
るとともに、その開口部の位置を外部操作で変更することにより、貯水槽底部に堆積する
夾雑物を簡単に排出できるものとなった。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施した貯水槽の１例を表す断面図である。
【図２】流況制御板の分解図である。
【図３】流況制御板の機能の説明図である。
【図４】駆動装置の斜視図である。
【図５】夾雑物排出口を表す斜視図である。
【図６】通常の流水状態を表す斜視図である。
【図７】夾雑物排出時の状態を表す斜視図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　貯水槽
２　　　　　　　　直管
３　　　　　　　　帽
４　　　　　　　　栓
５　　　　　　　　流入管
１５　　　　　　　　流入口
３０　　　　　　　　流況制御板
３２　　　　　　　　固定板
３３　　　　　　　　可動開閉板
３４　　　　　　　　突起
３５　　　　　　　　スリット
４０　　　　　　　　駆動装置
５０　　　　　　　　夾雑物排出口
５２　　　　　　　　バルブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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